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2022 年３月 18日 

各 位 

株式会社 北日本銀行 

 

SDGs 価値創造ストーリーProgress（発展版）策定支援について 

～株式会社べアレン醸造所～ 

 

株式会社北日本銀行（頭取 石塚恭路）は、取引先企業さまの SDGs への取り組みを評価分析し、

SDGs 経営を支援する「きたぎん SDGs 経営サポート」を取り扱っております。この度、本サービス

のうち Progress（発展版）を通じて、株式会社べアレン醸造所様（代表取締役 木村剛）が SDGs

価値創造ストーリーを策定されましたので、下記の通りお知らせいたします。 

なお、 Progress（発展版）による SDGs 価値創造ストーリー策定支援は、第１号となります。 

今後とも当行は、取引先企業さまの SDGs の取り組みを支援し、持続的な地域社会の実現に貢献

してまいります。 

記 

１． 会社概要 

会 社 名 株式会社べアレン醸造所 

所 在 地 岩手県盛岡市北山１丁目 33-31 

代 表 者 代表取締役  木村剛 

業 種 酒類（地ビール）の製造、販売 

 

２． 2030 年の未来に目指すインパクト（SDGs 貢献） 

現在の 

インパクト 

 会話のはずむ家族団らんによる笑顔の創造 

 アルコール依存度の低下により心身共に健康状態を維持 

 地域と共に発展する食文化の創造 

未来に目指す 

インパクト 

地域資源の有効活用・異業種コラボによる開発商品の販売割合 20％を目指し、

クラフトビールを通じた交流人口を増やし、地域経済の発展、地域に残る食文

化の創造につなげる。 

貢献する 

SDGs17 目標 
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３． きたぎん SDGs 経営サポートについて 

取引先企業さまの SDGs（Sustainable Development Goals：持続可能な開発目標）への取り

組みを促進するため、取引先企業さまの SDGs の取り組み状況を確認し、優先課題を決定した

上で、目標設定を行うこと（Basic：基本版）、また、サプライチェーン分析による事業活動の

流れと SDGs 貢献度を分析し、未来志向の目標設定（Progress：発展版）をお手伝い致します。 

 

以 上 

 

 
［本件に関するお問い合わせ先］ 

営業統括部（担当：佐藤 弘滋）  TEL：080-8603-1669 



私たちは持続可能な開発目標（SDGs）を支
援しています。

株式会社ベアレン醸造所

(岩手県盛岡市)

SDGs価値創造ストーリー

当社について

当社は、岩手県盛岡市に本社を置き、2003年に創業した地ビール製造業である。

本社北山工場にて瓶ビール製造、2019年に稼働した岩手県雫石工場で缶ビールの製造をしており、伝統的な醸造

方法を尊重し、ドイツより移設した100年前の醸造釜を使用した独特の風味がある地ビールを製造している。

地域資源とコラボした地元発祥のブランディング戦略や地域資源を活用した自社レストランなど持続可能な事業展開

により、地域経済活性化に貢献している。

2030年時点でのSDGs価値創造ビジョン

「うまいビールで食卓をハッピーに！」という事業ビジョンを実現するために、クラフトビールを通じた豊かな食卓を増やし、

多くの人の交流を図ることで、地域に根差した食文化の創造と地域経済の発展につなげる。

また、地域資源を活用した商品開発によるラインアップの多様化や再資源化による廃棄物の削減を進めることに加え、

「責任ある飲酒」について啓発を行うことにより、人々の潤いある豊かで幸せな暮らしとサスティナブルな地域社会の実

現に貢献する。

 クラフトビールの製造

 新商品開発

 飲食レストラン

 年間700kl生産

 商品ラインアップ
40種類
うち定番5
うち季節開発35

消費者へこだわりのある
ビールを提供することに
より豊かな食生活機会を
創出

ビールと楽しむ食卓の増加
による家庭内コミュニケー
ションの増加

会話のはずむ家族団らん
による笑顔の創造

贅沢な一品としての付加
価値を提供することによ
る適正なアルコール摂取
量の維持

贅沢なビールを通じた”味
わい”を楽しむ飲酒慣習の
浸透

アルコール依存度の低下
により心身共に健康状態

を維持

地域資源の有効活用に
よる商品開発と産業廃棄
物の削減

従来の未活用・廃棄資源
の付加価値化に取り組む
関連企業の増加

地域と共に発展する
食文化の創造

Activity（活動） Output（結果） Outcome（成果） Impact（効果）

事業活動 社会的インパクト

消費者

地域経済

 地域資源の有効活用・異業種コラボによる開

発商品の販売割合20％を目指し、クラフトビー

ルを通じた交流人口を増やし、地域経済の発

展、地域に残る食文化の創造につなげる。

未来に目指すインパクト（SDGs貢献）

 サスティナブルな視点による商品企画・開発

商品の過程をオープン化し、開発における交

流人口を増やすことによる地域の活性化

 クラフトビールのおいしさを伝える啓蒙活動

貢献する
SDGs17目標

2030年（未来）に向けたムーンショット

実現のための行動計画

豊
か
な
食
生
活

責
任
あ
る
飲
酒

食
文
化
の
創
造

【企画・制作協力：株式会社日経リサーチ 「SDGs経営推進プロジェクト」】

基準日：2022年3月11日

具体的な事業活動

1. 麦芽粕を再資源化し、地域の家畜農家向け
の飼料に再利用

2. 使用済み酵母を回収・再利用し、企業連携に
よる商品開発を実施

3. 落下傷がある岩手県産りんごを使用した果実
酒、サイダーの開発

4. ベアレンファンによる「ビールの会」を通じた参
加者交流とおいしい飲み方の啓蒙活動

5. ビール空瓶の回収による再資源化


